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廿
光
輪
王
寺
鵞
『
翡
事
表
日
』
枡
収
訊
話

o方
法
（
上
）

ー
灌
浬
文
屑
帆
c
表
現
と
そ
の
意
闘
を
め
ぐ
っ
て
1

山
山
十
牛
吉
I

六
五
口

0
キ
ー
ワ
ー
ド
11
諸
事
表
白
、
法
会
、
説
話
、
漢
文
翻
訳
、
岸
禅
師
、

和
文
語
、
漢
文
訓
読
語

一
、
は
じ
め
に

日
光
山
の
古
刹
、
輪
王
寺
の
慈
眼
堂
経
蔵
、
所
謂
天
海
蔵
に
伝
来
の
『

諸
事
表
白
』
一
帖
は
、
天
台
宗
僧
の
編
に
係
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
成
立

し
た
と
見
ら
れ
る
（
注
1
)

片
仮
名
文
の
文
献
で
あ
る
。

本
書
の
国
語
史
料
と
し
て
の
価
値
は
、
打
聞
集
、
法
華
百
座
聞
書
抄
、

中
山
法
華
経
寺
蔵
三
教
指
帰
注
、
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
に
比
肩
し
う

る
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
、
語
彙
・
語
法
の
観
察
に
お
い
て
は
本
自
漢
字
や
仮

名
に
差
さ
れ
た
声
点
な
ど
も
有
益
な
研
究
材
料
を
提
供
す
る
文
献
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
（
注
2
)
0

右
の
打
聞
集
を
は
じ
め
と
す
る
片
仮
名
文
の
文
章
は
、
説
話
を
含
ん
で

い
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、
文
学
研
究
の
上
で
は
、
説
話
文
学
作
品
の
範

疇
に
入
る
文
献
群
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
、
国
語
史
研
究
に
お
い
て

も
、
《
説
話
の
言
語
》
を
観
察
し
、
院
政
期
説
話
文
学
の
頂
点
に
立
つ
今

昔
物
語
集
の
語
彙
・
文
体
と
の
、
直
接
乃
至
間
接
の
連
絡
を
認
め
る
方
向

な
ど
に
考
察
の
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

本
書
も
、
ま
た
、
法
会
の
場
に
お
け
る
説
教
の
記
録
の
中
に
例
話
と
し

て
引
か
れ
た
説
話
を
都
合
二
十
篇
収
め
て
い
る
。
こ
の
二
十
篇
は
、
叙
述

の
多
寡
・
精
粗
の
点
で
有
り
様
が
区
々
で
あ
り
、
登
場
人
物
の
動
き
を
克

明
に
描
写
し
、
会
話
・
心
内
文
を
巧
み
に
織
り
混
ぜ
て
詳
述
す
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
要
旨
の
み
を
示
す
程
度
の
極
め
て
簡
略
な
も
の
ま
で
存
す
る
。

筆
者
は
、
旧
稿
に
お
い
て
、
各
説
話
毎
に
、
内
容
上
関
連
す
る
記
事
を

示
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
も
、
全
体
の
叙
述
の
展
開
、
細
部
の
字
句
に
至

る
ま
で
相
当
に
一
致
す
る
も
の
か
ら
、
説
話
の
一
部
分
に
同
趣
の
こ
と
が

見
え
る
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
、
出
典
探
索
も

完
璧
と
い
う
に
は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
、
こ

の
『
諸
事
表
白
』
所
収
説
話
の
内
、
登
場
人
物
の
動
き
を
克
明
に
描
き
、

会
話
・
心
内
文
を
交
え
て
話
と
し
て
具
体
的
な
展
開
の
認
め
ら
れ
る
主
要

説
話
に
つ
い
て
、
特
に
、
本
邦
文
献
に
比
較
可
能
な
叙
述
内
容
を
有
す
る

類
話
を
見
出
し
た
も
の
を
対
象
と
し
て
、
プ
ロ
ッ
ト
の
進
行
等
の
比
較
を

行
い
、
法
会
の
主
張
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
て
み
た
の
で
あ
る
（
注
3
)

。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
承
け
、
さ
ら
に
、
主
要
説
話
の
中
で
、
仏
教
関
係

の
中
国
漢
文
と
の
比
較
の
成
り
立
つ
説
話
二
篇
に
注
目
し
、
ま
ず
は
、
プ

ロ
ッ
ト
の
区
分
を
行
な
っ
た
後
、
共
通
の
内
容
と
相
違
す
る
も
の
と
を
整
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m説
話
の
梗
概

本
書
第
一
一
篇
「
施
主
分
大
位
昔
正
治
二
年
三
月
廿
五
日
去
年
逝
去

貴
女
也
」
（
五
七
七
頁
下
1
行
め
、
『
続
天
台
宗
全
書
法
儀
I
』
所
収

本
文
の
所
在
。
以
下
同
）
（
注
4
)

に
は
、
二
つ
の
説
話
を
引
載
す
る
。
こ
の

う
ち
小
野
筐
説
話
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
や
や
詳
し
く
考
察
し
た
。
こ
こ

で
は
残
る
一
篇
、
唐
の
岸
禅
師
に
纏
わ
る
説
話
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

こ
の
説
話
の
梗
概
を
プ
ロ
ッ
ト
の
進
行
に
沿
っ
て
三
つ
に
区
分
し
て
示

す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1
、
唐
の
併
州
に
岸
禅
師
と
い
う
人
が
お
り
、
往
生
の
行
業
熟
し
、
か

つ
観
音
・
勢
至
菩
薩
が
空
中
に
顕
れ
た
の
で
、
岸
、
往
生
の
時
が
来

た
と
悟
る
。
そ
こ
で
、
諸
弟
子
に
随
伴
の
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
一

人
と
し
て
名
乗
り
出
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
（
五
七
八
下
5
S
l
l
)

2
、
中
に
十
二
、
三
歳
ほ
ど
の
小
児
が
御
供
を
申
し
出
た
が
、
師
匠
の

岸
は
、
父
母
の
許
可
を
得
る
よ
う
命
じ
た
と
こ
ろ
、
小
児
、
父
母
の

も
と
に
行
っ
て
そ
の
志
を
打
ち
明
け
る
。
父
母
は
こ
れ
を
聞
い
て
、

二
、
唐
岸
禅
師
往
生
説
話
に
つ
い
て

理
し
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
漢
文
を
読
み
解
い
て
翻
訳
し
、
時
に
表
現

を
改
変
し
、
言
葉
を
紡
い
で
ゆ
く
語
り
手
の
表
現
特
性
を
押
さ
え
る
こ
と

を
目
指
し
た
い
。
さ
ら
に
、
当
該
法
会
の
説
教
に
お
い
て
そ
の
説
話
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
語
り
手
の

改
変
の
意
図
が
如
何
辺
に
存
し
た
か
も
解
明
し
た
い
と
思
う
。

分
別
の
な
い
幼
心
か
ら
出
た
戯
れ
の
言
と
解
し
、
快
諾
す
る
。
小
児

は
歓
ん
で
、
行
水
し
晴
れ
の
衣
装
を
身
に
纏
い
、
師
の
持
佛
堂
に
走

り
入
り
、
念
仏
し
て
、
「
先
に
参
り
ま
す
」
と
言
う
。
師
の
岸
は
、

「
私
よ
り
先
で
は
あ
ま
り
に
慌
た
だ
し
い
。
二
人
一
緒
に
」
と
た
し

な
め
る
。
し
か
し
、
小
児
は
こ
れ
を
却
け
念
仏
し
て
、
先
に
息
を
ひ

き
と
っ
た
。
（
五
七
八
下
1
3
S
五
七
九
上

5
)

3
、
師
匠
は
直
ち
に
筆
を
執
っ
て
、
観
音
勢
至
の
二
菩
薩
を
賛
嘆
す
る

言
詩
四
韻
を
著
し
終
え
る
と
、
諸
弟
子
に
自
分
の
念
仏
を
助
け
る
よ

う
告
げ
、
端
座
命
終
し
た
。
齢
八
十
で
あ
っ
た
。
（
五
七
九
上

8
S

13) 

図
類
話
と
の
比
較

本
説
話
の
類
話
と
し
て
は
、
中
国
仏
書
の
『
宋
高
僧
停
』
巻
第
十
八
（

大
正
蔵
五
十
・
史
伝
部
二
所
収
）
・
「
唐
岸
祠
師
停
」
、
『
往
生
西
方
淫

土
瑞
應
博
』
（
同
五
十
一
・
史
伝
部
三
所
収
）
・
「
岸
祠
師
第
十
四
」
、

『
浮
土
往
生
博
』
巻
中
（
同
上
）
・
「
唐
井
州
繹
惟
岸
孫
肛
」
、
『
往
生

集
』
巻
第
一
（
同
上
）
・
「
惟
岸
」
の
四
つ
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
言
語
量
が
多
く
最
も
詳
し
い
内
容
を
具
有
す
る
の
は
『
浄
土
往
生
側
』

巻
中
で
あ
る
が
、
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
当
該
説
話
と
叙
述
内
容
に
お
い

て
最
も
一
致
度
の
高
い
の
は
、
宋
の
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）
に
賛
寧

が
勅
に
よ
っ
て
撰
じ
た
『
宋
高
僧
停
』
巻
第
十
八
の
「
唐
岸
葬
師
停
」
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
『
往
生
集
』
巻
第
一
も
こ
れ
と
同
趣
で
あ
る
が
、

四
句
の
詩
の
前
二
句
を
略
し
た
り
、
末
尾
に
「
賛
曰
」
と
し
て
「
岸
之
事
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ーヽ

咋人

（
中
略
）

見
下
観
音
勢
至
二
菩
薩
現
二
於
空

無
惑
癸
。
彼
童
子
非
久
積
浄
業
。
胡
脱
化
之
神
異
嘆
。
爾
不
見
十
念
成
功

乎
。
不
然
則
宿
世
善
根
熟
耳
。
修
浮
業
者
。
或
今
身
不
克
往
生
。
観
此
可

以
自
慰
」
の
言
辞
を
添
え
る
等
の
点
で
や
や
距
離
が
あ
る
。
ま
た
、
『
往

生
西
方
浄
士
瑞
應
偲
』
は
他
に
比
し
て
著
し
く
簡
略
で
あ
り
、
か
つ
プ
ロ

ッ
ト
3
の
詩
文
の
引
用
が
な
い
な
ど
、
や
は
り
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
当

該
説
話
と
は
径
庭
が
存
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
宋
高
僧
健
』
の
説
話
が
本
説
話
の
直
接
の
依
拠
資
料

と
見
倣
し
得
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ま
ず
は
、
こ
れ
を
比
較
文
献
の

中
心
に
据
え
、
適
宜
他
の
三
文
献
も
参
看
す
る
こ
と
と
す
る
。

因
み
に
、
源
空
撰
『
諸
宗
経
疏
目
録
』
に
拠
れ
ば
、
「
倶
舎
論
疏
十
五

巻
祖
資
」
に
「
宋
高
僧
博
法
賓
側
云
」
と
あ
り
、
『
諸
事
表
白
』
の
成
立

し
た
鎌
倉
時
代
初
期
に
、
『
宋
高
僧
停
』
の
本
邦
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

以
下
に
は
、

[I]

『
宋
高
僧
停
』
・
「
唐
岸
祠
師
停
」
と
本
説
話
が

叙
述
内
容
の
上
で
一
致
す
る
箇
所
と
、

[II]
両
者
が
異
な
る
箇
所
と
に

二
分
し
、
さ
ら
に
、

[II]
に
つ
い
て
は
、
固
『
宋
高
僧
偲
』
・
「
唐
岸

輝
師
停
」
に
存
し
、
『
諸
事
表
白
』
に
認
め
ら
れ
な
い
箇
所
と
、
伯
『
宋

高
僧
停
』
・
「
唐
岸
祠
師
停
」
に
無
く
、
『
諸
事
表
白
』
に
の
み
認
め
ら

れ
る
箇
所
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

mで
分
け
た
プ
ロ
ッ
ト
毎
に
、
叙

述
内
容
と
表
現
の
両
面
か
ら
、
比
較
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

[
I
]
両
者
に
共
通
す
る
箇
所

〔
プ
ロ
ッ
ト
1

〕

①
繹
岸
祠
師
。
井
州
人
也
。

中
持
レ
久
不
も
滅
。
（
中
略
）
岸
知
西
方
縁
熟
ー
。
告
一
ー
諸
弟
子
』
＾
゜

吾
今
往
生
。
誰
可
二
偕
行
ー
。
（
『
宋
高
僧
停
』
・
「
唐
岸
祠
師
態
」
）

ヘ
イ

↓
唐
併
（
平
）
州
（
平
）
ー
ー
岸
拿
獨
）
輝
師
卜
申
ス
人
有
キ
。
往
生
／
行
業
已
＿
＿
熟

ウ
ッ

l
¥

シ
ー
ァ
且
観
音
勢
至
、
空
中
＿
＿
顕
＞
給
、
ソ
カ
ハ
ヽ
「
我
レ
已
＿
＿
往
生
、
ソ
テ

ウ
ス
」
卜
知
テ
告
芍
諸
弟
子
テ
云
ク
「
我
レ
今
欲
ス
往
生
七
ム
ト
誰
ヵ

具
、
ど
ァ
可
キ
」
卜
参
ナ
伝
。
（
『
諸
事
表
白
』
第
二
篇
、
以
下
こ
の
順

に
示
す
。
）

〔
プ
ロ
ッ
ト
2

〕

②
直
小
童
子
紐
溢
習
。
願
随
レ
師
去
。

↓
其
＿
＿
幼
（
去
）
少
ナ
ル
小
兒
ー
十
二
三
許
リ
候
ケ
ル
カ
、
「
我
レ
御
共
＿
＿

参
IJ
候
ハ
ム
」
卜
云
ヘ
リ
。

③
乃
令
＿
l

往
辟
二
父
母
一
。
父
屈
謂
為
二
戯
言
一
。
而
令
1

一
沐
浴
辛
主
浄
衣
ー
入
ニ

道
墨
念
レ
佛
゜

↓
師
）
言
ゥ
様
り
「
父
母
＿
＿
申
、
ソ
合
セ
ー
ァ
御
セ
」
卜
云
＿
＿
、
少
兒
、
父

モ
ト

母
）
許
＿
＿
往
ィ
テ
‘
「
御
房
ー
極
築
へ
参
IJ
給
＿
＿
御
共
＿
＿
参
ラ
ウ
ト
思

也
」
卜
云
＿
＿
、
父
母
、
聞
一
ァ
此
事
ヨ
、
「
幼
ヶ
無
キ
何
ー
ー
一
卜
事
ヲ
云
7

ナ
ン
メ
リ
」
卜
思
テ
「
ト
ウ
マ
イ
レ
カ
シ
」
卜
云
。
少
兒
、
悦
テ
行
水

ナ
ム
ト
打
、
ど
ァ
新
、
ソ
ゥ
清
ョ
キ
ハ
レ
ノ
衣
裳
（
を
ナ
ン
ト
覺
衣
物
ヲ

ュ
イ
テ

取
IJ
著
一
ァ
行
師
ー
持
佛
堂
之
走
リ
入
ー
ァ
念
佛
‘
ど
ァ
申
ス
様
ハ
‘

④
須
曳
而
終
。
岸
責
曰
。
何
得
前
行
ー
。

↓
「
サ
ラ
ハ
我
ハ
先
キ
立
ー
ァ
参
IJ
候
ハ
ム
」
卜
云
一
＿
、
師
ー
云
7
様
ハ
‘
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「
イ
カ
ニ
我
ョ
IJ
先
テ
ハ
ア
ワ
タ
ヽ
シ
ウ
参
ム
ト
ハ
云
フ
リ
。
一
度
＿
＿

コ
ソ
」
卜
姪
。
（
中
略
）
如
法
＿
＿
念
佛
‘
ソ
ー
ァ
乍
ラ
居
＿
如
、
ど
ァ
眠
う
ル

ィキ

ヵ
氣
モ
絶
候
キ
。

〔
プ
ロ
ッ
ト
3

〕

⑤
時
岸
索
レ
筆
讃
三
一
菩
薩
一
日
。
観
音
助
遠
接
。
勢
至
輔
遥
迎
。
賓
瓶
冠

上
顕
。
化
佛
頂
前
明
。
倶
遊
＿
十
方
刹
ー
。
持
レ
華
候
二
九
生
ー
。
願
以
ニ

慈
悲
手
一
。
提
奨
共
西
行
。

↓
サ
テ
、
ソ
ノ
師
匠
ハ
ニ
ワ
カ
ニ
硯
ヲ
乞
筆
ヲ
取
＿
ァ
作
ユ
―

-E(;)
詩（上）

ヨ
四
韻
ヲ
顕
ハ
‘
ソ
給
タ
ル
観
音
勢
至
ー
ニ
菩
薩
ヲ
讃
メ
タ
テ
マ
ッ
テ
云

タ
ス
ケ
テ

ク
ヽ
「
観
音
ハ
助
ァ
遠
ク
接
、
ソ
、
勢
至
ハ
輔
逝
＿
＿
迎
へ
賓
瓶
冠
ー
上

モ

ー
ー
顕
ハ
ソ
、
化
佛
頂
ー
前
＿
＿
明
ナ
リ
。
倶
＿
＿
遊
テ
十
方
刹
ー
ー
ー
。
持
芍
花

う
惟
（
平
）
ス
九
生
（
上
）
ー
ー
。
願
＂
以
ー
ュ
慈
悲
ー
手
一
ー
ー
。
提
（
平
）
奨
（
平
）
共

ー
西
さ
行
ク
」
卜
。

⑥
述
レ
讃
已
別
ー
ー
諸
弟
子
う
今
道
場
ー
。
命
一
一
門
徒
血
字
吾
念
佛
ー
。
端
坐
而

終
。
春
秋
八
十
゜

↓
書
キ
了
-T
閣
筆
う
合
掌
↓
、
向
一
ェ
西

'1

一
告
ク
、
「
汝
等
、
念
佛
、
ン
テ

助
ョ
」
卜
我
ヵ
念
佛
う
云
ー
ア
、
端
坐
（
平
漏
）
、
ど
ァ
命
終
、
ソ
キ
。
年
八
十
゜

用
語
の
詳
細
な
比
較
は
後
に
行
な
う
こ
と
に
し
て
、
今
①
S
⑥
そ
れ
ぞ

れ
の
叙
述
内
容
に
つ
い
て
表
現
に
即
し
て
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
①
は
、
「
西
方
縁
熟
」
を
知
る
下
り
を
、
「
我
＞
已
＿
＿
往
生
、
ソ

テ
ウ
ス
」
の
心
内
文
と
し
て
表
現
し
て
い
る
点
が
、
『
諸
事
表
白
』
の
説

話
に
特
徴
的
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
③
「
幼
ヶ
無
キ
何
一
ー
一
卜
事

ヲ
云
7
ナ
ン
メ
リ
」
の
表
現
も
同
様
で
、
父
母
の
心
中
を
引
用
の
卜
で
承

け
る
表
現
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
③
に
つ
い
て
は
、
「
乃
令
ー
ー
往
齢
二
父
母
ー
。
父
母
謂
為
二
戯
言
」

の
箇
所
を
、
「
師
ー
言
ゥ
様
ハ
」
や
「
小
児
…
卜
云
二
」
の
如
く
会
話

文
と
し
て
表
現
し
て
お
り
、
④
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
に
、
「
須
庚
而

終
」
を
「
サ
ラ
ハ
我
ハ
先
キ
立
一
ァ
参
リ
候
ハ
ム
」
と
小
児
の
会
話
表
現
と

し
て
翻
訳
し
、
⑥
の
「
命
ー
ー
門
徒
血
字
吾
念
佛
ー
。
」
も
、
「
告
ク
」
以
下

に
会
話
文
の
表
現
と
し
て
弟
子
に
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
で
は
、
登
場
人
物
の
心
中
を
仔

細
に
描
き
、
会
話
文
に
よ
っ
て
叙
述
の
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特

徴
を
第
一
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
い
で
、
注
意
し
た
い
表
現
と
し
て
は
、
②
の
「
小
童
子
」
を
、
『
諸

事
表
白
』
の
説
話
で
は
「
幼
少
ナ
ル
小
兒
ー
十
二
三
許
リ
候
ケ
ル
カ
」
と

年
令
の
記
載
を
附
加
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
ま
た
、
③
で
は
、
単
に
「
浄

衣
」
と
あ
る
の
を
、
「
新
、
ソ
ゥ
清
ョ
キ
ハ
レ
ノ
衣
裳
ナ
ン
ト
覺
衣
物
」

と
詳
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
共
に
修
飾
語
を
追
加
し
て
、
人
物
・
事
物
の

輪
郭
を
明
確
に
し
、
聞
き
手
が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
獲
得
で
き
る
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
る
表
現
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
、
③
の
「
道
場
」

を
、
「
師
ー
持
佛
堂
」
と
し
た
り
、
④
「
須
庚
而
終
」
を
、
「
乍
＿
フ
居
―
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ィ
キ

如
、
ど
ァ
眠
勺
ル
ヵ
氣
モ
絶
候
キ
」
と
表
現
し
て
い
る
箇
所
や
、
⑤
「
時
岸

索
レ
筆
」
の
下
り
を
、
「
サ
テ
、
ソ
ノ
師
匠
ハ
＿
＿
ワ
カ
ニ
硯
ヲ
乞
筆
ヲ
取
テ

」
と
記
す
辺
り
も
同
様
に
、
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
に
お
い
て
描
写
の

筆
が
細
部
に
及
ん
で
い
る
こ
と
の
証
左
た
り
得
る
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

『
諸
事
表
白
』
に
認
め

[II]
両
者
の
相
違
す
る
箇
所

固
『
宋
高
僧
偲
』
・
「
唐
岸
祠
師
停
」
に
存
し
、

ら
れ
な
い
箇
所

こ
れ
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

⑦
約
浄
土
歪
i

二
慎
蹄
之
地
ー
。
行
ー
一
方
等
懺
ー
服
勤
無
レ
鋏
。
微
有
二
疾
作
―

祠
観
不
レ
話
。

⑧
岸
召
二
境
内
蓋
人
ー
無
l

能
書
＿
者
ー
。
忽
有
三
一
人
＿
云
。
従
一
＿
西
京
ー
来
欲
レ

往
五
棗
。
自
栗
輪
圧
璽
菩
薩
形
相
ー
。
埠
ち
事
畢
贈
程
二
織
5

゜
忽

隠
無
レ
踏
。

ぶ
氾
時
垂
棋
元
年
正
月
七
日
也
。

右
の
⑦
は
、
先
の
①
の
最
初
の
（
中
略
）
と
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
服

勤
欠
け
る
こ
と
の
な
い
岸
繹
師
の
仏
道
に
向
う
姿
勢
を
述
べ
る
も
の
で
、

⑧
は
、
同
じ
く
①
の
次
の
（
中
略
）
の
部
分
に
存
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
空
中
に
現
わ
れ
た
観
音
・
勢
至
菩
薩
を
二
人
の
画
人
が
描

き
消
え
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
⑨
は
、
最
末
尾
に
添
え
ら
れ
て
い

る。
右
の
い
ず
れ
も
、
叙
述
の
粗
密
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
ひ
と
り
『
宋
高
僧

樽
』
・
「
唐
岸
繹
師
側
」
の
み
に
見
え
る
記
事
で
は
な
く
、
『
往
生
西
方

浄
土
瑞
應
停
』
・
「
岸
祠
師
第
十
四
」
、
『
浄
土
往
生
停
』
巻
中
・
「
唐

井
州
繹
惟
岸
稀
肛
」
、
『
往
生
集
』
巻
第
一
・
「
惟
岸
」
に
も
見
出
し
得

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
そ
ら
く
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
に
お

い
て
削
除
さ
れ
た
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
⑦

S
⑨
に
つ
い
て
『
諸
事
表
白
』
で
は
削
除
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
、
説
話
部
分
の
み
に
注
目
し
て
い
た
の
で
は
解
け
な
い
よ
う
に
思

う
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
事
実
の
指
摘
に
止
め
、
後
に
詳
し
く
、
本
説
話

を
含
む
法
会
の
主
張
と
の
関
わ
り
の
中
で
見
て
ゆ
き
た
い
。

『
諸
事
表
白
』
に
の
み

⑮
『
宋
高
僧
停
』
・
「
唐
岸
祠
師
偕
」
に
無
く
、

認
め
ら
れ
る
箇
所

固
と
は
逆
に
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
に
の
み
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

⑩
往
生
ー
道
ハ
師
匠
ー
具
＿
ァ
参
ラ
ウ
ト
ノ
給
ハ
ウ
ー
ー
モ
ヨ
ル
マ
シ
。
人
＿
＿

被
レ
一
ァ
具
セ
可
キ
参
神
事
ー
ー
ア
ラ
ス
。
只
依
＿
ァ
自
行
ー
カ
之
コ
ソ
往
生

ス
ル
事
一
ァ
ア
レ
ト
モ
、
現
在
ー
師
匠
ー
命
ニ
ー
ァ
往
生
ス
ル
也
。
具
、
ソ
テ

参
ラ
ム
ト
思
7
者
ャ
ア
ル
ト
ノ
給
＂
ム
ニ
不
ラ
ム
叶

f
マ
テ
モ
、
争
ヵ

我
参
リ
候
ハ
ム
ト
云
者
ー
ナ
カ
ラ
ム
。
一
人
ト
シ
テ
我
＞
参
IJ
候
ハ
ム

卜
申
ス
者
ー
無
ヵ
リ
キ
。
哀
ー
ー
悲
‘
ソ
キ
事
卜
覺
へ
候
。

ス
コ
シ
キ

⑪
小
兒
答
JV
様
ハ
「
少
J
前
後
ハ
昔
、
ソ
モ
候
リ
カ
シ
。
我
ハ
先
＿
＿
参
IJ
候

ハ
ム
」
卜
云
テ
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ヲ
サ
ナ
イ
ニ
モ

⑫
此
ヵ
哀
＿
＿
貴
り
覺
へ
候
リ
。
機
縁
）
熟
、
ソ
時
キ
至
ヌ
ル
ハ
少

不
依
う
老
タ
ル
ー
ー
モ
不
依
一
事
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
世
間
ヲ
シ
タ
ヽ
メ
テ
ト
云

心
心
）
浅
キ
時
）
事
＿
ァ
コ
ソ
ハ
候
へ
。

⑬
是
コ
リ
ノ
ト
カ
ニ
往
生
ス
ル
人
-T
候＂゚

右
の
⑩
は
、
プ
ロ
ッ
ト
1
の
終
わ
り
、
①
の
直
後
に
続
く
も
の
で
あ
り
、

⑪
は
、
プ
ロ
ッ
ト
2
④
の
（
中
略
）
の
箇
所
、
⑫
は
、
プ
ロ
ッ
ト
2
の
終

わ
り
、
④
の
直
後
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
⑬
は
、
プ
ロ
ッ
ト
3
の
末
尾
⑥

に
後
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
⑪
は
、

[
I
]
の
③
、
④
、
⑥
と
同
様
、
会
話
文
に
よ
っ

て
登
場
人
物
（
こ
の
場
合
は
「
小
兒
」
）
の
思
い
を
語
ら
せ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
⑩
と
⑫
、
⑬
は
、
語
り
手
（
法
会
の
説
教
師
）
の
評
語
と
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
説
話
の
締
括
り
の
み
な
ら
ず
途
中

に
お
い
て
も
、
語
り
手
の
主
張
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
展
開
に
な
っ
て
い

る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

以
上
、
中
国
仏
書
の
類
話
と
の
比
較
を
通
し
て
、
『
諸
事
表
白
』
説
話

の
叙
述
の
展
開
、
表
現
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
点
を
二
、
三
指
摘
し
て
み
た

次
第
で
あ
る
。

図
表
現
上
の
特
微

こ
こ
で
は
、
四
の
作
業
を
承
け
、
こ
れ
を
さ
ら
に
細
部
に
亙
り
検
討
す

る
こ
と
で
、
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
部
分
が
い
か
な
る
言
語
的
特
徴
を
有

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
本
説
話
を
材
料
に
考
え
て
み
た
い
。

か
つ
て
筆
者
は
、
旧
稿
に
お
い
て
、
表
白
付
説
教
書
と
し
て
、
山
口
光

円
氏
蔵
『
草
案
集
』
及
び
醍
醐
寺
蔵
『
薬
師
』
、
金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説

話
集
』
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
を
表
白
部
、
正
釈
部
に
分
け
、
さ
ら
に
正

釈
部
を
、
説
教
部
と
説
話
部
に
二
分
し
て
、
各
部
の
言
語
的
特
徴
を
相
互

比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注
5
)
0

本
文
献
『
諸
事
表
白
』
も
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
（
注
6
)

、
雑
纂
の

形
態
な
が
ら
、
表
白
部
と
正
釈
部
、
さ
ら
に
施
主
分
部
を
有
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
正
釈
部
と
施
主
分
部
は
、
説
教
部
と
説
話
部
に
分
け
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
同
じ
く
表
白
付
説
教
書
の
一
群
に
属
せ
し
め
る

こ

と

が

妥

当

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

．

旧
稿
に
お
い
て
、
筆
者
が
、
説
話
部
の
特
徴
と
認
め
た
の
は
、
次
の
諸

点
で
あ
る
。

①
文
字
・
表
記
11
漢
字
本
位
小
書
き
片
仮
名
交
り
に
、
ま
ま
大
書
片
仮

名
を
交
え
る

②
音
声
11
音
便
形
多
用

③
語
法
11
過
去
の
助
動
詞
の
多
用
、
「
ゾ
」
「
コ
ソ
」
の
係
結
び

④
語
彙
11
訓
読
語
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
和
文
語
を
混
用

⑤
敬
語
11
種
類
多
い

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
右
の
言
語
的
特
徴
が
『
諸
事
表
白
』
の
当
該
説
話

に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
さ
ら
に
漢
文
翻
訳
と
い

っ
た
観
点
か
ら
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

①
文
字
・
表
記

本
説
話
も
、
原
則
的
に
は
漢
字
本
位
で
小
書
き
の
片
仮
名
を
交
え
用
い
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る
表
記
体
で
あ
る
。

〇
唐
併
（
平
）
州
（
平
こ
一
岸
（
平
漏
）
祠
師
卜
申
ス
人
有
キ
。
往
生
ー
行
業
已
＿
＿
熟

カ
r/‘

を
ァ
且
観
音
勢
至
、
空
中
＿
＿
顕
＞
給
、
ソ
カ
ハ
‘
「
我
レ
已
＿
＿
往
生
、
ソ
テ

ウ
ス
」
卜
知
一
ァ
告
芍
諸
弟
子
テ
云
ク
「
我
＞
今
欲
ス
往
生
セ
ム
ト
誰
ヵ

具
、
ど
ァ
可
キ
」
卜
参
咄
伝
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
書
の
片
仮
名
も
散
見
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「
ハ
レ

ノ
衣
裳
」
、
「
サ
ラ
ハ
」
、
「
イ
カ
ニ
」
、
「
ア
ワ
タ
ヽ
シ
ウ
」
、
「
ソ

ノ
」
、
「
ニ
ワ
カ
ニ
」
等
の
自
立
語
か
ら
、
「
ヨ
ル
マ
シ
」
、
「
云
ゥ
ナ

ン
メ
リ
」
、
「
讃
メ
タ
テ
マ
ッ
テ
」
の
如
き
附
属
語
、
そ
し
て
「
ト
ウ
マ

イ
レ
カ
シ
」
と
い
っ
た
文
単
位
を
す
べ
て
本
行
に
大
字
で
片
仮
名
書
き
す

る
例
ま
で
存
す
る
。

②
音
声

ま
ず
、
動
詞
に
つ
い
て
は
、
イ
音
便
の
例
が
見
出
せ
る
。

モ
ト

〇
少
兒
、
父
ー
許
＿
＿
往
ィ
テ
‘

〇
取
リ
著
＿
T
行
師
ー
持
佛
堂
之
走
リ
入
-
T
念
佛
、
ど
ァ
申
ス
様
ハ
‘

サ
シ
ヲ
イ
テ

〇
閣
レ
筆

右
の
ケ
ー
ス
で
の
非
音
便
形
は
、
本
説
話
か
ら
は
指
摘
さ
れ
な
い
。
ま

た
、
促
音
便
と
解
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、

〇
讃
メ
タ
テ
マ
ッ
テ
云
ク
‘

モ

ヰ

〇
持
芍
花
↓
惟
（
平
）
ス
九
生

g
-
―°

が
あ
る
。

形
容
詞
の
連
用
形
は
、
通
例
ウ
音
便
を
と
る
よ
う
で
あ
り
、

0
イ
カ
ニ
我
ョ
リ
先
テ
ハ
ア
ワ
タ
ヽ
シ
ウ
参
ム
ト
ハ
云
フ
リ
。

他
に
、
「
ト
ウ
（
「
と
（
疾
）
し
」
の
連
用
形
）
」
、
「
新
、
ソ
り
」
が
あ

る
。
但
し
、

〇
此
ヵ
哀
＿
＿
貴
＂
覺
へ
候
リ
。

0
観
音
＂
助

-T
遠
＂
接
、
ソ
‘

の
二
例
は
非
音
便
形
で
あ
り
、
後
者
は
言
詩
の
引
用
中
の
例
で
あ
る
。

一
方
、
連
体
形
は
、
「
悲
、
ソ
キ
」
、
「
幼
ヶ
無
キ
（
「
い
と
け
な
し
」

の
連
体
形
）
」
、
「
清
ョ
キ
」
、
「
浅
キ
」
の
如
く
ほ
と
ん
ど
が
非
音
便

形
で
あ
っ
て
、
イ
音
便
は
、

ヲ
サ
ナ
イ
ニ
モ

〇
少
不
レ
依
ラ
‘

の
一
例
の
み
で
あ
る
。

③
語
法

本
説
話
で
は
、
過
去
の
助
動
詞
「
キ
」
を
専
ら
用
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〇
唐
併
（
平
）
州
（
平
こ
一
岸
（
平
獨
）
祠
師
卜
申
ス
人
有
キ
。
往
生
）
行
業
已
＿
＿
熟

．
 

ノカハ"‘

”
r
l
¥
 

を
ァ
且
観
音
勢
至
、
空
中
ー
ー
顕
レ
給
、
、

〇
如
法
＿
＿
念
佛
‘
ソ
テ
乍
ラ
居
1

如
、
ど
ァ
眠
う
ル
ヵ
氣
モ
絶
候
キ
。

0
一
人
ト
シ
テ
「
我
レ
参
リ
候
ハ
ム
」
卜
申
ス
者
ー
無
ヵ
リ
キ
。

但
し
、
一
例
、
「
ケ
リ
」
を
用
い
る
箇
所
が
あ
る
。

〇
其
＿
＿
幼
（
去
）
少

t
ル
小
兒
ー
十
二
三
許
IJ
候
ケ
ル
カ
、

ま
た
、
強
意
の
係
結
び
の
例
と
し
て
は
、

0
志
）
浅
キ
時
）
事
＿
ァ
コ
ソ
ハ
候
へ
゜
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具
‘
ソ
ー
ァ
可
キ

〇
是
コ
リ
ノ
ト
カ
ニ
往
生
ス
ル
人
テ
候
へ
。

0
「
イ
カ
ニ
我
ョ
l
J
先
テ
A
ア
ワ
タ
ヽ
シ
ウ
参
ム
ト
A
云
7
リ。

コ
ソ
」
卜
伝
。

の
よ
う
に
「
コ
ソ
」
に
よ
る
例
が
見
え
る
。

④
語
彙

本
説
話
の
使
用
語
彙
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
（
注

7
)

と
が
、
混
在
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
訓
読
語
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

[
Sせ
む

と

欲

す

]

.

〇
告
芍
諸
弟
子
テ
云
ク
「
我
＞
今
欲
ス
往
生
七
ム
ト
誰
ヵ

」
卜
参
+
伝
゜

[
ね
ぶ
る
（
眠
）
]

ィ
キ

〇
如
法
＿
＿
念
佛
、
ソ
テ
乍
ー
フ
居
1

如
、
ソ
テ
眠
う
ル
ヵ
氣
モ
絶
候
キ
。

[
す
こ
し
き
（
少
）
]

0
小
兒
答
JV
様
ハ
「
少
ー
前
後
ハ
昔
、
ソ
モ
候
リ
カ
シ
。
我
ハ
先
＿
＿
参
I
J
候

ハ
ム
」
卜
云
テ
‘

守
で
に
（
已
）
]

〇
唐
併
（
平
）
州
（
平
）
―
-
岸
（
平
獨
）
祠
師
卜
申
ス
人
有
キ
。
往
生
ー
行
業
已
＿
＿
熟

カッく

シ
ー
ァ
且
観
音
勢
至
、
空
中
＿
＿
顕
＞
給
、
ソ
カ
ハ
‘
「
我
＞
已
＿
＿
往
生
、
ソ
テ

り
ス
」
卜
知
テ
‘

[
い
は
く
（
日
）
]

0
観
音
勢
至
ー
ニ
菩
薩
ヲ
讃
メ
タ
テ
マ
ッ
テ
云
ク

一
度

五
が
は
く
は
（
願
）
]

〇
願
心
格
ァ
慈
悲
ー
手
一
一
ー
。
提
（
平
）
奨
（
平
）
共
＿
＿
西
＿
＿
行
ク
」
卜
。

右
の
う
ち
、
「
い
は
く
」
「
ね
が
は
く
は
」
の
語
は
、
『
宋
高
僧
側
』

の
対
応
箇
所
に
も
「
云
」
・
「
願
」
の
字
と
し
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
に
、
訓
点
資
料
に
は
通
常
認
め
が
た
く
、
仮
名
文
学
作
品
な
ど
に

令
見
え
る
和
文
語
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
語
を
指
摘

で
き
る
。

[
あ
わ
た
だ
し
]

0
「
イ
カ
ニ
我
ョ
l
J
先
テ
ハ
ア
ワ
タ
ヽ
シ
ウ
参
ム
ト
ハ
云

7
ソ
。
一
度
＿
＿

コ
ソ
」
卜
伝
。

[
い
と
け
な
し
（
稚
）
]

0
父
母
、
岡
ァ
此
事
ヨ
、
「
幼
ヶ
無
キ
何
'1

一
卜
事
ヲ
云
7
ナ
ン
メ
リ
」
ト

思？
定
し
（
疾
）
]

0
「
ト
ウ
マ
イ
レ
カ
シ
」
卜
云
゜

[
の
ど
か
な
り
]

〇
是
コ
リ
ノ
ト
カ
ニ
往
生
ス
ル
人
テ
候
へ
。

℃
た
た
む
]

0
事
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
世
間
？
ン
タ
ヽ
メ
テ
ト
云
ハ
志
ー
浅
キ
時
ー
事
一
ァ
コ
ソ

ハ
候
へ
。

[
さ
ら
ば
]

0
「
サ
ラ
ハ
我
ハ
先
キ
立
＿
ァ
参
l
J
候
ハ
ム
」
卜
云
＿
＿
‘
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百
て
]

0
サ
テ
、
ソ
ノ
師
匠
ハ
＿
一
ワ
カ
ニ
硯
ヲ
乞
筆
ヲ
取
テ
‘

[
な
ん
め
り
]

0
父
母
、
闘
ァ
此
事
ヨ
、
「
幼
ヶ
無
キ
何
＿
―
一
卜
事
ヲ
云
7
ナ
ン
メ
リ
」
ト

思
テ
‘

「
い
と
け
な
し
」
の
漢
字
表
記
と
思
わ
れ
る
例
を
除
き
、
片
仮
名
書
の

例
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「
さ
て
」
の
よ
う
に
地
の
文
に
見
え
る
も
の

も
存
す
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
会
話
文
や
評
語
の
箇
所
に
集
中
し
て
い
る

点
が
注
意
さ
れ
る
。

右
以
外
に
、
特
に
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
会
話
の
引
用
形
式
で
あ
り
、

〇
師
J
言
ゥ
様
り
「
父
母
＿
＿
申
、
ソ
合
セ
テ
御
セ
」
卜
云
＿
＿
、
少
兒
、
父

モ
ト

母
ノ
許
＿
＿
往
ィ
テ
ヽ
「
御
房
ー
極
楽
へ
参
リ
給
＿
＿
御
共
二
参
ラ
ウ
ト
思

也
」
卜
云
＿
＿
、
父
母
、
聞
＿
ァ
此
事
う
、
「
幼
ヶ
無
キ
何
一
1

一
卜
事
ヲ
云
7

ナ
ン
メ
リ
」
卜
思
テ
「
ト
ウ
マ
イ
レ
カ
シ
」
卜
云
。
少
兒
、
悦
＿
ァ
行
水

ナ
ム
ト
打
、
ど
ェ
新
、
ソ
ゥ
清
ョ
キ
ハ
レ
ノ
衣
裳
（
平
）
ナ
ン
ト
覺
衣
物
ヲ

取
IJ
著
＿
ァ
行
師
ー
持
佛
堂

'1'
走
I
J
入
＿
ァ
念
佛
‘
ど
ァ
申
ス
様
ハ
‘

の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
先
掲
の
『
宋
高
僧
停
』
に
対
応
箇
所
の
認
め
ら
れ

る
二
例
の
「
い
は
く
」
形
式
の
他
は
、
「
様
（
や
う
）
」
に
よ
っ
て
導
く

形
式
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
遠
藤
好
英
氏
に
よ
っ
て
、
打
聞
集
、
法
華
百
座
聞
書

抄
、
そ
し
て
今
昔
物
語
集
な
ど
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

「
片
か
な
交
じ
り
文
に
関
係
の
深
い
形
式
」
で
、
「
口
頭
語
的
性
格
を
持

つ
の
で
は
な
い
か
」
と
説
か
れ
た
形
式
で
あ
る
（
注
8
)

。

ま
た
、
漢
語
で
注
意
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、

頁
（
グ
）
す
]

〇
告
芍
諸
弟
子
テ
云
ク
「
我
＞
今
欲
ス
往
生
セ
ム
ト
誰
ヵ

」
卜
参
哺
伝
。

[
如
法
（
ニ
ョ
ホ
フ
）
に
]

具
‘
ど
ァ
可
キ

ィキ

〇
如
法
＿
＿
念
佛
‘
ソ
ー
ァ
乍
ラ
居
1

如
、
ソ
ー
ァ
眠
ヴ
ル
ヵ
氣
モ
絶
候
キ
。

が
あ
る
。
前
者
は
『
宋
高
僧
偲
』
の
対
応
箇
所
に
お
い
て
「
偕
行
」
と
作

る
と
こ
ろ
を
「
具
す
」
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
具
す
」

は
、
平
安
和
文
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
漢
語
サ
変
動
詞
で
あ
る
。
ま
た
、

「
如
法
に
」
も
平
安
歴
史
物
語
の
『
大
鏡
』
（
ニ
・
頼
忠
）
な
ど
に
見
え

る
語
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
説
話
の
語
彙
は
、
漢
文
訓
読
調
を
示
す
も
の
ば
か
り

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
会
話
文
や
評
語
を
中
心
に
和
文
調
に
傾
く
も
の
も

相
当
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
口
語
的
な
表
現
に
和
ら
げ
て
い
る
ふ

し
が
窺
わ
れ
、
漢
語
の
使
用
も
、
引
用
詩
文
を
除
い
て
平
易
な
も
の
に
改

め
ら
れ
て
い
る
状
況
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑤
敬
語

本
説
話
に
お
い
て
も
、
他
の
表
白
付
説
教
書
の
傾
向
と
同
様
に
、
多
種

多
様
な
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

だ
ま
ふ
（
給
）
]

0
観
音
勢
至
、
空
中
＿
函
『
＞
給
、
ソ
カ
ハ
‘
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[
お
は
す
（
御
）
]

〇
師

1
言
り
様
ハ
‘
「
父
母
＿
＿
申
、
ソ
合
セ
ー
ァ
御
セ
」
卜
云
＿
＿
‘

だ
て
ま
つ
る
（
奉
）
]

0
観
音
勢
至
ー
ニ
菩
薩
ヲ
讃
メ
タ
テ
マ
ッ
テ
云
ク
‘

[
ま
う
す
（
申
）
]

〇
師
）
持
佛
堂
＿
1-
走
リ
入
＿
ァ
念
佛
‘
ソ
ー
ァ
申
ス
様
ハ
‘

涵
ゐ
る
（
参
）
]

〇
「
御
房
J
極
榮
へ
参
lJ
給
＿
＿
御
共
＿
＿
参
ラ
ウ
ト
思
也
」
卜
云
＿
＿
‘

但
し
、
注
意
さ
れ
る
の
が
、
丁
寧
語
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
で
あ
っ
て
、

〇
唐
併
（
平
）
州
（
平
）
ー
ー
岸
（
平
獨
）
祠
師
卜
申
ス
人
有
キ
。

〇
其
＿
＿
幼
（
去
）
少
ナ
ル
小
兒
ー
十
二
三
許
JJ
候
ケ
ル
カ
、

の
如
く
、
い
わ
ゆ
る
常
体
・
敬
体
の
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
説
話
は
、
導
師
の
評
が
説
話
の
途
中
に
も
顔
を
覗
か
せ
る
語
り
口
で

あ
っ
て
、
こ
の
ゆ
れ
は
、
聴
衆
へ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
敬
語
で
あ
る
「
候
」

体
が
、
評
を
交
え
て
い
る
う
ち
に
、
説
話
部
分
に
も
及
ん
だ
も
の
と
解
さ

れ
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
表
白
付
説
教
書
に
お
け
る
、
説
話
部
の
言
語

的
特
徴
が
、
『
諸
事
表
白
』
の
本
説
話
に
も
ほ
ぼ
当
て
嵌
ま
る
こ
と
を
確

認
し
、
加
え
て
、
本
説
話
に
お
い
て
は
相
当
に
口
語
的
な
表
現
に
改
め
ら

れ
て
い
て
（
注
9
)

、
漢
文
の
翻
訳
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
翻
案
（
注
1
0
)

と

で
も
称
す
に
相
応
し
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。

『
諸
事
表
白
』
の
説
話
の
《
語
り
》
の
方
法
は
、
こ
の
よ
う
に
、
中
国

漢
文
の
仏
書
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
も
、
こ
れ
に
拘
泥
せ
ず
に
、
プ
ロ
ッ
ト

の
展
開
に
お
い
て
も
、
一
々
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
当
該
法
会
の
目
的
に

適
い
、
そ
こ
に
参
列
す
る
聴
衆
に
訴
え
る
力
を
も
つ
、
彼
ら
に
な
じ
み
の

あ
る
表
現
へ
と
自
在
に
改
変
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に

判
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
こ
と
は
、
次
項
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
該
法
会

の
目
的
と
説
話
引
用
の
関
連
性
を
把
握
す
る
作
業
を
通
し
て
、
さ
ら
に
確

か
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
思
う
も
の
で
あ
る
。

囚
第
二
篇
の
法
会
に
お
け
る
当
該
説
話
引
用
の
意
図

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
岸
禅
師
説
話
は
、
『
諸
事
表
白
』
第
二
篇
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
二
篇
は
、
「
施
主
分
大
晨
昔
正
治
二
年
三
月
廿
五
日
去
年

逝
去
貴
女
也
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
、
生
前
よ
り
仏
像
も
経
巻
も
準
備
万

端
整
え
て
、
法
要
供
養
の
日
に
備
え
て
い
た
あ
る
貴
女
が
、
突
然
逝
去
し

た
こ
と
で
、
そ
の
貴
女
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
営
ま
れ
た
、
大
般
若
経
書

写
供
養
の
法
会
の
際
の
も
の
で
あ
る
。

本
説
話
の
訛
に
は
、

0
開
題
、
供
佛
施
僧
道
具
、
悉
ク
備

t
ハ
ム
ナ
ウ
ニ
ハ
、
御
願
ハ
已
＿
一
成

弁
、
ソ
ヌ
。
行
業
時
至
IJ
機
感
相
應
シ
テ
ウ
ニ
ハ
、
般
若
ー
開
題
マ
タ
シ

ケ
レ
ハ
ト
テ
、
逗
留
、
ソ
御
ス
ヘ
キ
事
テ
ハ
候
ハ
ス
。
往
生
J
事
ハ
只
打

思
コ
リ
大
事
＿
＿
ハ
候
？
時
純
（
去
濁
）
熟
、
ソ
ヌ
レ
A
程
ヤ
ハ
候
。

の
文
言
が
置
か
れ
、
本
説
話
が
以
下
に
展
開
さ
れ
る
。
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本
篇
の
冒
頭
部
に
お
い
て
、
せ
っ
か
く
仏
像
・
経
巻
整
え
て
い
た
貴
女

が
そ
の
素
懐
を
遂
げ
ず
他
界
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
「
此
事
ハ
一
端
（
平
）
ハ

有
IJ
疑
モ
、
可
、
ソ
成
、
ソ
ッ
不
信
う
モ
」
と
、
聴
衆
の
抱
く
で
あ
ろ
う
疑

念
を
先
取
り
し
て
提
示
し
て
い
る
。
説
話
直
前
の
文
言
は
こ
の
疑
念
提
示

を
承
け
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
仏
の
教
え
と
こ
の
度
の

貴
女
の
逝
去
と
は
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
意
図
を
汲
み
取
る
べ
き

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
往
生
の
事
は
、
時
が
来
れ
ば
直
ち
に
実
行
に
移
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
が
、
こ
こ
に
読
み
取
れ
る
。

こ
の
主
張
は
、
本
説
話
引
用
の
後
に
、

0
サ
レ
ハ
功
徳
ー
成
就
、
ソ
善
根
ー
純
熟
、
ソ
ナ
ウ
ー
；
＂
本
願
祠
定
女
大
施
主

卜
ヽ
コ
ホ
リ

聖
震
ー
御
往
生
モ
何
ー
滞
ヵ
有
ラ
ム
ヤ
。

と
語
る
こ
と
で
強
調
さ
れ
、
功
徳
が
成
就
す
れ
ば
、
開
題
の
期
日
を
待
た

ず
と
も
す
ぐ
に
往
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
す
。

本
説
話
に
登
場
す
る
岸
禅
師
及
び
小
児
は
、
機
熟
し
て
往
生
を
遂
げ
る

の
で
あ
り
、
当
該
法
会
の
追
善
の
対
象
た
る
貴
女
の
立
場
に
準
え
て
い
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
先
に
見
た
『
宋
高
僧
博
』
・
「
唐
岸
祠

師
博
」
と
『
諸
事
表
白
』
の
岸
禅
師
説
話
の
、
両
者
の
相
違
す
る
箇
所
の

検
討
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
『
宋
高
僧
博
』
・
「
唐
岸
祠
師
博
」
に
し
か
存
在
し
な
い
箇
所

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
叙
述
の
粗
密
と
い
う
レ
ベ
ル
に
止
ま
ら

ず
エ
ピ
ソ
ー
ド
ご
と
欠
け
て
い
る
の
は
、
〈
空
中
に
現
わ
れ
た
観
音
・
勢

至
菩
薩
を
二
人
の
画
人
が
描
き
消
え
て
ゆ
く
〉
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
『
諸
事
表
白
』
説
話
に
お
い
て
、
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
の
見
方
を
先
に
示
し
て
お
い
た
が
、
何
故
か
と
考
え
て
み
る
と
、
や

は
り
法
会
の
主
張
と
の
関
係
に
お
い
て
削
除
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
見
た
よ
う
に
、
本
説
話
は
、
機
熟
し
て
往

生
を
遂
げ
る
こ
と
を
、
例
話
と
し
て
示
す
装
置
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
さ
す
れ
ば
、
画
人
の
ト
ピ
ッ
ク
は
不
要
と
の
判
断
が
な
さ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
『
諸
事
表
白
』
の
方
に
し
か
見
え
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

一ぷ
i

．
佃
の
⑩
・
⑫
・
⑬
は
、
語
り
手
の
評
語
で
あ
る
。
こ
の
評
語
の

主
張
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
見
て
み
る
。

ま
ず
、
⑩
は
、
岸
禅
師
が
往
生
す
る
に
当
っ
て
弟
子
に
随
伴
を
募
る
下

り
で
、
評
語
は
、
「
往
生
の
道
は
、
他
人
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
も
の

で
は
な
く
自
力
で
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
師
匠
に
命
ぜ
ら

れ
て
往
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
弟
子
に
往
生
の
供
を
募
っ

て
も
誰
一
人
と
し
て
名
乗
り
出
る
者
の
無
か
っ
た
こ
と
は
哀
れ
で
悲
し
い

こ
と
で
あ
る
」
と
説
く
。

⑫
は
、
岸
の
往
生
に
際
し
供
に
申
し
出
た
小
児
が
、
早
速
親
の
了
承
を

取
付
け
念
仏
し
直
ち
に
往
生
し
よ
う
と
す
る
の
を
岸
が
自
分
よ
り
先
で
は

あ
ま
り
に
慌
た
だ
し
い
と
と
が
め
る
下
り
に
お
い
て
、
評
語
は
、
「
機
縁

が
熟
し
た
な
ら
ば
、
老
少
の
順
に
拘
ら
ず
往
生
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
俗

世
の
慣
習
に
拘
束
さ
れ
る
の
は
そ
も
そ
も
の
志
が
浅
い
の
で
あ
る
」
と
批
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判
す
る
。

⑬
は
、
無
事
西
方
往
生
を
果
た
し
た
本
説
話
の
主
人
公
岸
に
つ
い
て
、

話
末
に
「
の
ど
か
に
往
生
し
た
人
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

当
該
法
会
の
貴
女
の
境
遇
に
即
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
評
語
を
解
釈
す
る
な

ら
ば
、
⑩
は
、
貴
女
の
《
独
力
で
》
逝
去
し
た
こ
と
に
準
え
ら
れ
、
⑫
も

機
縁
が
熟
し
た
時
点
で
《
直
ち
に
〉
〉
往
生
し
た
貴
女
の
立
場
を
語
っ
て
い

る
と
解
さ
れ
る
。
⑬
は
、
こ
の
説
話
の
締
括
り
と
し
て
、
と
も
あ
れ
こ
の

よ
う
に
往
生
す
る
こ
と
は
「
の
ど
か
」
と
の
感
想
を
綴
る
こ
と
で
貴
女
の

往
生
に
つ
い
て
聴
衆
が
肯
定
的
な
印
象
に
傾
く
よ
う
導
く
表
現
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
大
ま
か
に
そ
の
よ
う
に
解
し
得
た
と
し
て
、
な
お
こ
れ
で
十
全

と
は
思
わ
れ
な
い
。
語
り
手
が
意
識
的
で
あ
っ
た
か
否
か
は
と
も
か
く
と

し
て
、
⑩
・
⑫
の
評
語
に
、
岸
禅
師
に
対
す
る
否
定
的
評
価
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
⑬
の
評
語
で
「
の
ど
か
に
往
生
し
た
人
」
と

の
肯
定
的
評
価
で
締
括
る
こ
と
で
、
そ
の
違
和
感
が
話
末
で
多
少
減
ず
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
称
賛
す
べ
き
貴
女
に
準
え
る
例
話
の
主
人
公
が

こ
の
よ
う
に
否
定
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
些
か
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
語
り
の
過
程
で
脱
線
し
て
別
の
主
張
（
た
と
え
ば
、
語
り
手

の
、
仏
門
に
お
け
る
師
弟
関
係
の
現
状
に
対
す
る
批
判
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
）
が
現
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
か
、
そ
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
な
お
判
然
と
は
し
な
い
の
で
後
考
に
侯
ち
た
い
。

[
次
号
（
下
）
に
続
<
]

注(
1
)
山
本
真
吾
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
成
立
に
つ
い
て
」

国
文
学
孜
』

1
4
9、
平
成
8
.
3
)

(2)
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
』
特
輯
号
3
、
昭
和
4
6
.
3
)

(3)
山
本
真
吾
「
日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い

て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

20
、
平
成
9
.
5
)

(4)
以
下
の
引
用
文
は
、
か
つ
て
小
林
芳
規
博
士
よ
り
借
覧
し
た
紙
焼

写
真
を
元
に
筆
者
が
翻
刻
し
た
も
の
に
基
づ
く
。
本
文
の
声
点
、

仮
名
の
大
小
な
ど
は
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。

(5)
山
本
真
吾
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
付
説
教
書
の
文
章
構
成
と

文
体
」
．
（
『
国
文
学
孜
』

1
3
2
.
1
3
3、
平
成
4
.
3
)

(6)
注

(1)
文
献
。

(7)
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
昭
和

38
、
東
京
大
学
出
版
会
）

(8)
遠
藤
好
英
「
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
性
格
と
史
的
位
置
ー
会
話
の

引
用
の

S
様
形
式
の
考
察
を
中
心
に
ー
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資

料』

40
、
昭
和
4
4
.
6
)

(9)
注

(2)
文
献
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
け
る
推
量

「
ウ
」
、
格
助
詞
「
デ
」
の
使
用
な
ど
も
こ
れ
に
関
係
し
よ
う
。

(10)
小
峯
和
明
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
（
昭
和
60
．
笠
問
書

院）

Il
第
一
章
翻
訳
の
諸
相
の
定
義
に
拠
る
。

[
本
学
教
員
]

（『
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